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 １ 食と健康について                         

 

《 現 状 》 

 

アンケート等のデータから 

（１）肥満とやせの割合 

本町の肥満（BMI２５以上）の割合は２９．２％

でした。性別・年齢層別にみると３０～５０歳代男

性の肥満の割合は４０％を超えています。女性は年

齢階級があがるにつれ肥満の割合が高くなってい

ます。また、２０代女性の低体重（BMI１９以下）

の割合は２３．２％であり、他の年代と比べ突出し

て高い割合となっています。 

 

 

第５章 食育推進の方針 

無回答
3.2％
(24人)

低体重
6.1％
(45人)

普通体重
61.4％
(454人)

肥満
29.2％
(216人)

回答者実数

739人

ＢＭＩ（肥満指数） 

（平成２４年度「健康かでな２１アンケート調査報告書」より） 
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41.5%

43.0%
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39.0%

7.2%

14.8%

21.2%

24.2%

36.5%

5.7%

4.2%

23.2%

6.8%

7.1%

7.7%

4.9%

2.5%

3.1%

5.1%

1.7%

2.5%

2.4%

2.4%

4.3%

4.7%

1.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代
（59人）

30代
（65人）

40代
（79人）

50代
（84人）

60～64歳
　（41人）

20代
（69人）

30代
（88人）

40代
（85人）

50代
（95人）

60～64歳
　（52人）

低体重 普通体重 肥満 無回答

ＢＭＩ（性別・年齢層別） 

（平成２４年度「健康かでな２１アンケート調査報告書」より） 
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また、２０～６４歳を性別・年齢層別にみると、主に働き盛り世代・子育て

世代にあたる２０～４０歳代の「いつも食べる」と答えた割合が低くなってい

ます。子どもの生活習慣は保護者から大きな影響を受けることがわかっていま

す。子どもたちが心身ともに充実した活力ある学校生活を送れるよう、大人も

「早寝・早起き・朝ごはん」に取組み、規則正しい食習慣を子どもに示すこと

が大切です。 

 

  

39.0%

46.2%

48.1%

61.9%

68.3%

49.3%

51.1%

58.8%

62.1%

57.7%

22.0%

20.0%

13.9%

16.7%

15.9%

15.9%

23.5%

13.7%

11.5%

23.7%

18.5%

19.0%

13.1%

22.0%

26.1%

23.9%

11.8%

17.9%

25.0%

11.9%

13.8%

19.0%

8.7%

8.0%

5.8%

4.9%

3.6%

2.4%

4.7%

5.3%

3.4%

1.5%

4.8%

1.1%

1.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代
（59人）

30代
（65人）

40代
（79人）

50代
（84人）

60～64歳
　（41人）

20代
（69人）

30代
（88人）

40代
（85人）

50代
（95人）

60～64歳
　（52人）

いつも食べる 食べる方が多い 食べない方が多い いつも食べない 無回答

（平成２４年度「健康かでな２１アンケート調査報告書」より） 

朝食の状況（性別・年齢層別） 
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《 策定委員からのご意見 》 

① 大人は子どもに手本を示すべき。 

・ 若い世代、児童生徒の親世代（２０～４０歳代）の朝食欠食率が高い。 

・ 学校の近くに自動販売機、商店があり迎えを待っている間や帰宅途中に 

買い食いしている子が多い。親も注意している様子はない。 

 

② 自分の適量がわからない。 

・ 何をどれだけ食べればいいかわからない。 

・ 男性はアルコールが問題。仲間が集まれば飲み会になり、飲み過ぎ、食

べ過ぎになる。ウォーキングは気休め程度にしかなっていない。 

・ 病院に通っているという安心から食事に気をつけなくなる人が多い。 

 

③ 地域から意識改革が必要。 

・ 食生活改善推進協議会など地域のボランティアが身近な地域をまわる

方が効果的な普及になる。 

・ 平均寿命や医療費など知らない人が多い。意識してもらうため、もっと

町民に知らせるべき。 

・ 家で体重は測らない（男性）。測っても減らない（女性）。 
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《 食と健康 》 
課  題 ①男性の肥満 ②子育て世代の朝食欠食 ③子どもの間食 

行動目標 自分に合った食事量を知り、健康的な食生活を身につける。 

数値目標 

《アンケートから》 

肥満者（BMI２５以上）の割

合（２０～６４歳） 

現状：H24年度 目標：H35年度 

２９．２％ ２５．０％ 

 

ライフステージ別の具体的な目標 

妊娠期 

乳幼児期 

妊娠前から健康なからだをつくりましょう。 

発達に応じた離乳食をすすめましょう。 

正しい食物アレルギーの知識を身につけましょう。 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
朝
ご
は
ん
を
し
っ

か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

学童期 

思春期 

正しい知識と望ましい食習慣を身につけましょう。 

保護者は、望ましい間食の知識を身につけましょう。 

青年期 

壮年期(前期) 

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を摂るよう

にしましょう。特に男性は飲酒に気をつけましょう。 

壮年期(後期) 

高齢期 

好きなものばかりに偏らずバランスよい食事を摂るように

しましょう。 

 

具体的な取組み 

地 域 

家族で朝ごはんを食べるなど、共食の回数を増やします。 

間食には果物、乳製品、イモを摂るようにします。 

定期的に体重を測る習慣を身につけます。 

地域ボランティアが地域で講習会を開催します。 

行 政 

食育の日（毎月１９日）を周知し、健康的な食習慣に関する情報を提

供します（広報誌、町ホームページ、給食、給食だより、母子保健手

帳交付時、健康展、給食試食会、クッキング等）。 

各健診時の栄養指導、保健指導等で個人に合った媒体を利用し、適正

な食事量を普及・啓発します。 

栄養教諭と連携した児童生徒への食育授業や保護者への食育講話を

行います。 

「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進します。 
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 ２ 食と文化について                             

 

《 現 状 》 

 次世代に伝えたい料理や味について

は、｢伝えたいものがあるが、実際に伝

えていない｣が５５．６％と最も高く、

｢伝えたいものがあり、実際に伝えてい

る｣が１８．５％で、合わせると７４．

１％の人が伝えたいものがあると答え

ています。 

しかし、近年では食の多様化、地域

のつながりの希薄化などにより長年培

われてきた食文化の継承が困難な状況

になりつつあります。戦前の沖縄の食

文化は長寿を支えた健康的な食文化が

多いと言われています。先人が築いた食文化を途絶えさせることなく、次世代

に伝えていかなければなりません。 

本町の保育所や学校給食の献立にも旬の食材や郷土料理が取り入れられてい

ますが、学校だけの取組みだけでなく家庭でも郷土料理を取り入れ、親子とも

に食文化を継承していく意識が必要です。 

また、本町は中国から甘藷（さつまいも）を持ち帰り、多くの人を飢饉から

救った野國總管生誕の地です。しかし、町域の８３％が米軍基地となり、身近

に栽培風景も見られなくなってしまいました。甘藷の恩恵を感じる機会が少な

くなっていますが、私たち先祖を飢餓から救い、命を繋いでくれた甘藷への感

謝と野國總管生誕の地としての誇りはこれからも変わることなく伝えていきた

い食文化のひとつです。

無回答
4.7％
(35人)

伝えたいもの
があり、実際
に伝えている

18.5％
(137人)

伝えたいものがあるが、
実際に伝えていない

55.6％
(411人)

伝えたいものが
ない、知らない

21.1％
(156人)

回答者実数

739人

次世代に伝えたい料理や味 

（平成２４年度「健康かでな２１アンケート調査報告書」より） 
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《 策定委員からのご意見 》 

① 食文化の衰退は当然の流れだったかもしれない。 

・ 行事の際でもスーパーなどで購入することができるため、家族で調理す

る機会が減っている。 

・ 婦人会活動の衰退などで地域での炊き出しの機会が減っている。 

・ 昔は食べ物が少なかったから、周りにあるものを食べるしかなかった。

今は食べ物が豊富な時代になった。 

・ おばぁがいなくなったら、手軽にオードブル等を購入することが多くな

った。手間暇かけなくても準備できる。 

 

① 残していきたい嘉手納町の食文化。 

・ 甘藷と野國總管を広めていきたい。 

・ 行事食は昔で言うごちそうなので、カロリー等が高い。昔から日常食べ

ていた健康的な食を残していきたい。 

・ 嘉手納の伝統料理がわからない。特別なものがあるのかな。 

 

 

② 伝えていくためには、子どもの頃からの取組みが大切。 

・ 若い世代はどれが郷土料理かわからない人もいる。 

・ 子どもの頃から家庭や給食で沖縄料理、行事食に触れ親しむ機会を増や

すことが大事。 

・ 給食で出すだけではなく、先生や栄養士が説明しながら提供した方が伝

わる。 
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《 食と文化 》 
課  題 食文化の継承 

行動目標① 郷土料理に親しみ、食文化を継承する。 

行動目標② 甘藷と野國總管に感謝と誇りを持つ。 

数値目標 

《アンケートから》 

次世代に伝えたい料理や味「伝

えたいものがあり、実際に伝え

ている」人の割合（２０～６４

歳） 

現状：H24年度 目標：H35年度 

１８．５％ 増加 

 

ライフステージ別の具体的な行動指針 

妊娠期 

乳幼児期 

行事のときには家族一緒に調理し、食文化を継承しまし

ょう。 

家
族
等
で
郷
土
料
理
を
一
緒
に
食
べ

る
、
共
食
の
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。 

学童期 

思春期 
さまざまな郷土料理を食し、慣れ親しみましょう。 

青年期 

壮年期(前期) 
得意の郷土料理を作れるようにしましょう。 

壮年期(後期) 

高齢期 

行事のときには家族一緒に調理し、次世代へ食文化を継

承しましょう。 

 

具体的な取組み 

地 域 

家族で郷土料理や行事食を作り、一緒に食べるようにします。 

食生活改善推進協議会で郷土料理や行事食の調理実習を開催します。 

行事の際には１品でも手作りで行事食を作るようにします。 

行 政 

食育の日（毎月１９日）を周知し郷土料理、行事食に関する情報を発

信します（広報誌、町ホームページ、給食、給食だより、給食試食会、

校内放送等）。 

給食で郷土料理、行事食を多く取り入れます。 

郷土料理、行事食を作る機会を提供します（調理実習、クッキング）。 

甘藷に関する情報を発信します（野國總管まつり、産業まつり）。 
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 ３ 食と安心・安全について                      

 

《 現 状 》  

 

  栄養成分表示を参考にすることについて

は、「はい」と答えた人が５０．７％でした。 

近年、冷凍保存食品への異物混入事件や飲

食店のメニュー不適正表示、食中毒や食物ア

レルギーなど食の安心・安全を揺るがすよう

な問題が発生しています。食の提供者が食品

の安全性確保に万全を期すだけでなく、消費

者においても、食品の安全性や特徴など、食

に関する知識と理解を深め、自らの食を正し

く選択していくことが必要です。 

また、食の安心は数値で表せるものではなく、個人の感覚から生まれます。

食への不安は外食や中食が多くなり栽培や調理が見えなくなったことや、食物

アレルギーや離乳食の進め方などの偏った知識から生じていることがありま

す。 

 

《 策定委員からのご意見 》 

① 安全を見極めるのは難しい。 

・ 栄養表示は見ているようで見ていない。 

・ 表示をみても、それが正しいとは限らない。信用できない。 

・ 新鮮かどうかの判断をできる人が少なくなっている。 

 

② 栽培、調理などの実体験が少なくなっている。 

・ 昔は身近な野草なども食べていた。 

・ 外食や惣菜の利用が多くなり、調理体験が少なくなっている。 

 

③ できる範囲での安心・安全を実践しよう。 

・ 食物アレルギーの子が多くなっている。周りの人もアレルギーを正しく理解

し、配慮することが必要。 

・ 成分表示等に頼るのみでなく、自分でも判断できるようになりたい。 

・ 子どものうちから自分で調理、栽培する機会を増やし、食に興味関心を持た

せる。まずはプランターでもいいので自分で栽培してみる。  

はい
50.7％
(375人)

いいえ
47.9％
(354人)

無回答
1.4％
(10人)

回答者実数

739人

栄養成分表示の参考の有無 

 

（平成２４年度「健康かでな２１アンケート調査報告書」より） 
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《 食の安心・安全 》 

課  題 
①外食・中食の増加 ②栽培、調理機会の減少 

③食物アレルギーや食中毒 

行動目標 安心・安全な食を選択する力を身につける。 

数値目標 

《アンケートから》 

栄養成分表示があれば参考

にする人の割合（２０～６

４歳） 

現状：H24年度 目標：H35年度 

５０．７％ 増加 

 

ライフステージ別の具体的な行動指針 

妊娠期 

乳幼児期 

発達に応じた離乳食をすすめましょう。 

食物アレルギーについて正しい知識を身につけましょ

う。 

栽培、収穫を通して食べ物にふれはじめましょう 

な
る
べ
く
旬
の
う
ち
な
ー
野
菜
・
食
材
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

学童期 

思春期 
調理する力を身につけましょう。 

青年期 

壮年期(前期) 食品を購入する際には安心・安全な食品を購入するよう

にしましょう。 壮年期(後期) 

高齢期 

 

具体的な取組み 

地 域 

食品の表示に関する知識や新鮮な食品の選び方などについて知識

を高めます。 

プランター等で食材を自分で作るようにします。 

行 政 

食育の日（毎月１９日）を周知し食の安心・安全についての情報を

提供します。 

調理、農業体験ができる環境を整えます。 

保育所や学校、生産者等の連携を図り、給食に安全な地元産食材を

安定供給するしくみづくりを進めます。 

保護者や調理員等の関係者に対し、食品の安全に関する情報（食物

アレルギーや食品衛生等）を提供します。 

 


